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体
明
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

五
五
八

第
四
号

同

戦

後

日

本

貿

易

の

問

題

点

JJK L、

井

清

国

際

収

支

国
際
収
支
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
経
常
勘
定
と
資
本
勘
定
主
り
な
ヲ
て
い
る
。
そ
し
て
資
本
勘
定
に
く
ら
ベ
て
経
常
勘
定
が
工

F

主
要
な
項
目
を
な
し
て
お
り
、
経
常
勘
定
の
う
ち
で
は
、
貿
易
収
支
が
も
り
と
も
重
要
た
項
目
を
な
す
。
貿
易
収
支
の
動
き
に
よ
っ
て

モ
の
園
田
国
際
収
支
全
体
の
動
き
が
左
右
せ
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
く

b
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
日
本
の
貿

易
を
分
析
ナ
る
に
当
っ
て
、
ま
づ
国
際
収
支
の
概
観
か
ら
は
じ
め
る
己
と
に
し
た
い
。

興
味
あ
る
例
と
し
て
一
九
五
三
年
士
と
ろ
う
。
己
の
年
は
、
朝
鮮
戦
争
が
休
戦
と
な
っ
た
年
て
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し

τア
メ
リ

カ
に
景
気
後
退
が
お
己
っ
た
。
署
名
な
ソ
ず
ィ
エ
ト
の
経
済
学
者
ず
ア
ル
ガ
教
授
が
、
こ
の
景
気
後
退
は
、
や
が
て
世
界
不
況
に
ま
て

拡
大

F
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
た
こ
と
を
記
憶
す
る
人
も
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
不
況
白
な
か
で
日
本
の
国
際
収
支
も
ま
た
悪
化
し
た
。

日
本
政
府
発
行
の
通
商
白
書
(
一
九
五
四
年
)
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
一
九
五
三
年
に
ゐ
げ
す
る
日
本
白
貿
易
は
、
輸
出
の
回

復
が
は
か
ぽ
か
し
く
な
か
っ
た
う
え
に
輸
入
が
い
ち
ぢ
る
し
く
増
大
し
た
た
め
、
き
わ
め
て
多
額
の
輸
入
超
過
を
記
録
し
た
の
崎
か
な
ら

ず
、
特
需
収
入
も
前
年
よ
り
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
減
少
し
て
沿
り
、
こ
う
し
た
受
取
面
の
減
少
と
支
払
の
著
増
に
上
っ
て
、
五
三
年
白



国
際
収
支
は
、
こ
こ
数
年
来
は
じ
め
て
大
隔
た
逆
調
に
転
じ
、

ま
ζ

と
K
容
易
な
ら
ぬ
段
階
に
た
ち
至
っ
℃
い
る
。
」

入
超
は
、
約
九
億
五
千
万
ド
ル
ゼ
、
こ
れ
に
運
賃
・
保
険
料
の
支
払
超
過
全
加
え
る
と
、
約
十
億
ド
ル
の
赤
字
と
な
り
、
広
義
の
特
需

八
億
ド
ル
を
も
っ
て
埋
め
て
も
、
な
わ
外
貨
不
足
は
二
億
ド
ル
に
近
か
ヮ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
デ
フ
レ
政
策
に

よ
る
輸
入
需
要
の
抑
制
と
輸
出
庄
力
の
強
化
が
主
張
さ
れ
、
ま
た
実
行
も
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
モ
れ
か
ら
一
一
年
た
ヮ
た
ば
か
り
の
一
九

一
九
五
三
年
の

主
六
年
の
通
商
首
害
は
、
づ
ぎ
の
よ
う
に
い
ヮ
て
い
る
。
「
一
九
五
五
年
に
ゐ
け
る
貿
易
は
き
わ
め
て
好
調
な
経
過
士
た
ど
っ
た
。
輸

出
は
好
調
で
あ
り
た
前
年
白
水
準
を
上
廻
円
一
て
、
さ

b
k
飛
躍
的
に
土
日
升
を
一
示
し
、
輸
入
は
ほ
ぼ
前
年
と
同
水
準
に
止
っ
た
た
め
、
特

需
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
為
替
収
支
に
は
大
一
胸
中
な
黒
字
が
記
録
さ
れ
た
。
と
く
に
貿
易
収
支
だ
け
ぞ
黒
字
と
た
っ
た
こ
と
は
、

特
需
に
よ
ら
な
い
自
立
経
済
の
達
成
が
わ
が
国
経
済
白
最
大
の
目
標
白
一
つ
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
か
。
」

が
誕
歌
さ
れ
、
経
済
白
拡
大
が
主
張
さ
れ
、
か
つ
ま
た
実
行
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
舞
台
は
さ

b
に
三
較
す
る
。

年
度
の
通
商
白
書
の
言
分
は
こ
ろ
ぞ
あ
る
。

灯
景
気

一
年
た
っ
た
一
九
五
七

「
大
幅
な
輸
入
増
加
に
よ
り
、
外
貨
収
支
は
、
五
六
年
中
は
と
も
か
く
、
二
・
九
億
ド
ル

の
黒
字
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
前
年
白
四
・
九
億
F
ル
陀
く
b
eへ
れ
ば
黒
字
の
陥
は
著
し
く
減
少
し
た
。
し
か
も
下
期
に
ゐ

い
て
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
五
七
年
に
入
っ
て
は
、
大
幅
左
赤
字
が
つ
づ
い
て
い
る
。
」
「
さ
ら
に
こ
ん
ど
の
勤
舎
に
つ
い
て
み
る

と
、
灯
調
の
輸
出
を
支
え
た
海
外
の
景
気
に
は
次
第
に
限
界
が
み
え
て
き
て
治
り
、
反
面
輸
出
競
争
に
は
ま
す
ま
す
激
化
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
も
し
輸
入
が
依
然
こ
白
増
勢
を
と
る
と
す
れ
ば
、
国
際
収
支
白
前
途
は
か
な
ら
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
れ
な
い
。
」

方
に
引
用
し
た
通
商
白
書
の
諾
発
言
は
、
日
本
の
国
際
収
支
が
き
わ
め
て
不
安
定
て
あ
る
己
と
、
ま
た
こ
れ
に
対
す
る
日
本
政
府
の

見
方
が
そ
の
揚
か
ぎ
り
の
も
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
国
際
収
支
白
マ
イ
ナ
ス
に
た
づ
た
年
は
悲
観
的
と
な
り
、
と
れ
が
プ
一
フ

ス
に
な
っ
た
年
は
楽
観
的
と
φ

な
り
、
そ
と
に
は
何
ら
確
固
た
る
見
透
し
も
対
策
も
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
で
右
の
よ
う
な
発
言

戦
韓
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

五
五
九

第
四
号

五



戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

第

八

巻

五
六

O

第
四
号

〆、

を
生
み
出
し
た
国
際
収
支
の
動
さ
は
、
次
の
通
わ

J

て
あ
る
。
左
に
示
す
数
字
は
、
外
国
為
替
統
計
に
上
る
、

六
年
に
至
る
通
貨
地
域
別
国
際
収
支
て
あ
る
。

左
の
数
字
を
み
て
も
明
b
か
左
よ
う
に
、

通貨地域別国際収支(百万ドル〕

〔註1タ卜国為替統計による ネ単位未満
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一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五

一
九
五
三
年
の
国
際
収
支
は
、
支
払
超
過
に
な
っ
て
治
り
、
翌
年
白
白
書
が
、
危
機
を
訴

117 

(433) 

く316)

-1 

0 

116 

本

ドノレ

-678 134 

(302) (563) 

(980) (429) 

124 -7 

578 7 

24 134 

46 13 

70 147 

全地域

428 

(1，297) 

(1，725) 

116 

585 

273 

59 

332 

地域別

19 5 1年

貿易 バランス

(愉出 〕

(輸入〉

運賃・保険料・その他

特需・軍関係消費

経常取引純計

資 本取引純計

タ貨昼払 116 

66 

(297) 

(231) 

l 

O 

67 

本

67 

65 

(597) 

(532) 

-22 

18 

61 

-1 

60 

-599 

(396~ 

(955) 

-11 

806 

236 

-49 

188 

-429 

(1，289) 

(1，718) 

31 

824 

364 

-50 

314 

1 9 5 2年

貿易パランス

(輸出〕

〔輸入〉

運賃・保険料・その他

特需・軍関係消費

経常軍事l純計

資 本取引純計

外貨受払

-104 

(361) 

(465) 

4 

2 

98 

〕

〉

3

4

7

8

2

7

2

5

 

却

乱

m
J“
2

加

釦

↑

〔

(

一

一

一

-945 -538 

(1，156) (481) 

(2，101) (1，019) 

57 -39 

803 780 

-199 206 

5 ~ 

194 209 

1 9 5 3 ol!三

貿易バ ラ ン ス

( 輸 出 〕

(輸入〉

運賃・保険料・その他

特需・軍関係消費

経 常取引純計

資本取引抽計

外貨支払
* 

-98 



通貨地位式別国際収支〔百万ドル〕

[註1>ト国為替統計によるキ単位未満

オ ー プ ン
ボシド

アカウン卜

59 

(539) 

(480) 

2 

7 

67 

キ

67 

23 

(466) 

(443) 

ー10

3 

16 

-1 

15 

196 

(729) 

(533) 

-71 

11 

136 

-16 

120 

-113 

(759) 

(871) 

70 

545 

362 

3 

359 

6

4

8

1

9

4

0

4

 

0

5

4

5

5

1

2

9

 

1

9

8

1

5

5

-

4

 

I

l

-

-

(

(

-

1 9 5 5隼

貿易パヲシス

〈輸出〕

(輸入〕

逝賃・保険料・その他

特需.:<ji'関陣消費

経常取引純計

資本取引純計

外貨受払

9 

(375) 

(384) 

-14 

-23 

づ記

-23 

156 

(508) 

(352) 

44 

21 

133 

-8 

125 

40 

(905) 

く864)

116 

4 

72 

-14 

86 

68 ← 81 

(2，402) (1，098) 

(2，470) (1，179) 

-189 -55 

595 592 

338 456 

-45 -31 

293 425 

1 9 5 6年

貿易バランス

〔 輸出)

(輸入〉l

選賃・保険料・その他

特需・軍関係消費

経常取引純計

資本軍吉l純計
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え

τい
る
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
。
己
の
危
機
は
一
九
五
四
年
か
ら
回
復
し
は
じ
め
、
一
九
五
五
年
に
入
っ
て
外
貨
事
情
は
一
モ
う
好
転

し
て
い
る
。
一
九
五
六
年
の
白
書
が
き
わ
め
て
楽
観
的
て
あ
る
理
由
が
わ
か
る
。
し
か
し
一
九
五
五
年
を
問
点
と
し
て
、
五
六
年
か
ら

五
七
年
に
か
け

τは
、
三
転
し
℃
悪
化
し
は
じ
め
、
と
く
に
五
七
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
急
激
に
悪
化
の
度
を
早
め
て
い
る
の
ぞ
あ

レノド

-430 -644 
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63 --20 
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( 輸 出j

(輸入〕
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特需・主主関係消費
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資本収引純計

外貨史払

日目

戦
後
日
本
貿
易
の
阿
制
点

第
八
十
巻

五
六

第
四
号

七



戦
控
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

五
六

第
四
号

=
一
三
八

。。
国
際
収
支
の
短
期
的
社
変
動
士
科
学
的
に
分
析
し
、
こ
れ
に
対
す
る
方
策
金
樹
立
す
る
己
と
も
、
も
と
よ
り
必
要
ぜ
あ
る
。
己
の
点

に
お
い
て
戦
後
日
本
の
貿
易
政
策
は
、
常
に
後
手
後
手
士
繰
返
し
、
モ
う
し
た
政
策
白
貧
困
の
た
め
、
国
民
経
済
に
か
た
り
の
損
失

t

あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
て
き
ぬ
と
己
ろ
ゼ
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
の
さ
ら
に
強
調
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
こ
と
は
、
政
府
が

う
こ
と
も
、
長
期
的
た
見
通
し
を
欠
い
て
い
る
た
め
だ
と
も
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

長
期
的
な
見
通
し
を
も
た
ず
、
し
た
が
っ
て
長
期
的
た
政
策
を
欠
い
て
い
た
己
と
で
あ
る
。
短
期
的
変
動
士
通
確
に
把
握
ぞ
き
ぬ
と
い

一
九
五
五
年
に
お
け
る
国
際
収
支
の
改
善
を
も
づ

て
、
あ
た
か
も
わ
が
国
の
経
済
目
立
が
達
成
て
き
た
か
白
よ
う
に
考
え
た
こ
と
は
、
国
際
収
支
の
長
期
的
見
通
し
を
欠
い
て
い
る
こ
と

と
無
関
係
ピ
は
な
い
。
そ
れ
で
は
長
期
的
な
観
点
、
あ
る
い
は
構
造
的
な
観
点
か
ら
す
る
わ
が
国
際
収
支
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

り
ゼ
の
第
一
は
、
戦
後
に
お
け
る
貿
易
収
支
が
、
唯
一
の
例
外
て
あ
る
一
九
五
五
年
を
の
ぞ
い
て
、
慢
性
的
に
支
払
超
過
て
あ
わ

J

、
そ

の
マ
イ
ナ
ス
を
特
需
収
入
ご
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ょ
う
キ
く
国
際
収
支
の
均
衡
を
達
成
し
て
い
る
ζ

と
で
あ
る
。
と
こ
ウ
が
い
う
ま

で
も
な
く
特
需
は
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
恭
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
メ

y
カ
白
軍
事
予
算
か

b
臼
支
出
て
あ
る
た
め
、
全

〈
ア
メ

p
カ
の
意
志
に
依
存
し
、
わ
が
国
の
自
主
的
政
策
白
決
定
の
範
囲
外
に
属
す
る
事
柄
て
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
わ
が
国
の
経
済
企

多
か
れ
少
な
か
れ
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
経
済
と
結
び
つ
け
る
傾
向
を
も
り
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
特
需
は
、
す
べ
て
軍
需
品
で
あ
る
と
は
か

ぎ
ら
な
い
n

し
た
が
っ
て
特
需
が
た
だ
ち
に
日
本
経
済
を
軍
事
化
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
当
b
た
い
。
け
れ
ど
も
日
本
経
済
が
特
需
を

通
じ
℃
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
経
済
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
事
経
済
白
内
包
す
る
危
険
白
下
に
絶

え
ず
た
た
さ
れ

τ
い
る
も
白
と
考
え
ね
ば
L

ぼ
ら
な
い
の
と
こ
ろ
で
わ
が
国
白
貿
易
収
支
は
、
戦
前
と
い
え
ど
も
多
く
心
場
合
入
超
て
あ

コ
た
。
例
え
ば
次
の
数
字
を
み
よ
。



日 36年の国際収支(百万ドル)

経常取引

一自立 i柏町 (FOB)1.015.4 
一般輸入 (FOB)1.027目2

(差額(-11.8) 

その他府市山 (FOB)
その他輸入 (FOB)

〔差額)

(商品取引差額〕

逗輸・保険

投資収益

草関係受取

そのイ也

計 (1)

贈 与

民間贈与

政府贈与

計 (2)

誤差及び脱漏(3)

過不足(1)十(2)+(3)

資本取引

民 間

長期資本

理期資本

計

政府

長期資本 14.9 

短期資本 ー

計 一14.9

金 流出 -22.6 

合計 -100.4 

( -11.8) 

68.2 

50.4 

33.9 

62.9 

36.9 

36.9 
-5.6 

100.4 

← 28.4 

34.5 
-62.9 

支
の
項
目
が
、
特
需
土
ち
が
っ
て
、
わ
が
国
政
策
の
自
主
的
決
定
の
範
阻
内
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

イ
も
た
い
。

戦
後
に
お
け
る
国
際
収
支
の
第
二
の
特
徴
は
、
戦
前
と
比
較
し
て
貿
易
規
模
が
縮
少
し
て
い
る
と

、
と
で
あ
る
。

輸
入
が
戦
前
規
模
を
突
破
し
た
一
九
五
六
年
に
治
い
て
す
ら
、
輸
出
は
ま
だ
戦
前
白
八
六
だ
に
す

ぎ
な
い
。

右
の
よ
う
な
戦
後
に
あ
げ
る
国
際
収
支
の
構
造
的
特
質
が
ど
こ
か

b
き
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
本
経
済
と
性
非
経
済
白
戦
後
の
特
質
に
ふ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。

(司 (1)

通
商
白
書
一
九
五
六
年
一
頁

同
右
四
四
頁

通
商
白
書
一
九
五
凶
年
じ
瓦

通
商
白
書
一
九
五
七
年
一

l
一一頁

(4) (2) 

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

五
六

戦
前
り
わ
が
国
貿
易
収
支

も
慢
性
的
に
マ
イ
ナ
ス
て
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
モ
の
マ
イ

ナ
ス
を
主
と
し
て
運
賃
治
よ

び
保
険
料
と
い
う
貿
易
外
収

で
あ
る
。

入
を
も
ワ
て
補
っ
て
い
た
の

こ
う
し
た
国
際
収

1952 

31.4 

54.2 

貿易生田設の戦前戦後比岐

1934--
1936 

100 

100 

1951 

31.4 

48.3 

1950 

29.6 

32.8 

第
四
号

出

J、
au 

陥

6

4

U

8

1
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戦
後
日
本
貿
易
の
間
関
点

、

日
本
経
済
と
貿
易

車
入
十
巻

第
四
口
す

四

O 

五
六
回

周
知
の
主
う
に
、
戦
前
の
日
本
経
済
は
き
わ
め
て
高
い
貿
易
依
存
度
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
数
字
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
と
己
ろ

に
よ
る
と
戦
後
日
本
経
済
白
貿
易
依
存
度
は
、
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。
と
う
し
た
変
化
は
、
戦
後
に
お
け
る
園
内
的
た
ら
び
に
園
際

的
条
件
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
白
反
西
日
本
心
経
済
は
、
工
業
や
農
業
の
構
造
、
人
口
や
資
源
の
問
題
に
お
い
て
、

多
く
の
点
て
、
戦
前
の
遺
産
を
う
け
つ
い
て
い
る
。
己
と
で
は
戦
前
帥
援
の
比
較
と
い
う
形
て
、
戦
後
の
日
本
経
済
と
貿
易
の
狩
微
を

み
る
己
と
に
し
た
い
。
ま
づ
貿
易
依
存
度
の
数
字
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
貿
易
依
存
度
が
低
下
し
た
理
由
と
し
て
、

各国自国民所得に対する輸出入の比率

〔ポは1955)

団 ~i1 戦前1938 戦後1954

輸出輸入 f申出輸入

アメリプJ 5 4 キ 4.8 3.8 

イギリ A 11 19 15.6 19 

77γス 日 14 13.5 13.2 

イタリア 8 9 10.5 15.7 

オランダ 22 30 キ 45.4 54.2 

}西 ドイツ 19.5 17.1 

ベルギー 33 39 32目o 3G.3 

日 本 23 23 キ 11.0 13.5 

一
九
五
六
年
の
経
済
白
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
士
づ
一
輸
入
に
づ
い
て
み
る
と
、
天
然
繊
維
か

b
化
学
機
緋
へ
の
移
行
に
よ
る

(戦前白日本は帝国領土を合む〉

綿
花
輸
入
の
減
少
、
重
化
学
工
業
白
発
達
に
よ
る
機
械
、
硫
安
、
銑
鉄
、
ガ
ラ
ス
、

パ
ル
プ
な
ど
の
自
給
化
に
伴
う
製
品
、
半
製
品
輸
入
の
節
約
が
、
直
接
的
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
金
属
、
機
械
、
化
学
工
業
な
ど
白
生
産
が
戦
前
に
比

し
て
と
く
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
己
の
輸
入
削
減
と
見
合
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
綿
花
を
輸
入
し
て
綿
布
を
一
ヤ
ー
ル
製
造
す
る
場
ム
口
に
比
し
て
、

石
炭
キ
カ

l
パ
イ
ト
か
ら
合
成
繊
維
を
一
ヤ
ル
つ
く
る
場
合
に
は
、
モ
れ
陀
関

速
す
る
生
産
工
程
は
は
る
か
に
拡
大
し
、
そ
こ
か
ら
生
れ
る
所
得
は
増
大
す
る
。

己
れ
を
生
産
の
迂
回
化
と
い
う
が
、
こ
の
迂
回
出
庄
の
上
昇
、
換
言
す
れ
ば
重
化
学



工
業
化
に
よ
ヲ
て
愉
入
依
存
度
の
低
下
が
可
能
K
な
っ
た
J

「
右
に
述
べ
た
生
産
の
迂
団
化
を
達
成
す
る
た
め
に
は
多
く
の
投
資
を
必
要
と
す
る
。
重
化
学
工
業
化
を
基
軸
と
す
る
戦
後
経
済
再

建
の
た
め
の
巨
額
な
投
資
需
要
は
、
輪
山
町
需
要
に
対
す
る
園
内
需
要
の
比
重
を
相
対
的
に
増
大
せ
し
め
、
輸
出
依
存
度
低
下
の
主
因
と

な
っ
た
。
戦
前
の
園
内
総
資
本
形
成
は
輸
出
な
ど
海
外
か
ら
の
需
要
よ
り
少
か
っ
た
が
、
現
在
て
は
輸
出
の
二
倍
ほ
と
の
資
本
形
成
主

行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
戦
前
に
く
ら
べ
て
激
増
し
た
重
化
学
工
業
部
門
の
生
産
は
投
資
の
増
大
に
伴
う
投
資
需
要
の
増
加
と
、
生
産
の

迂
固
化
に
よ
る
生
産
財
需
要
臼
増
加
の
う
ち
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
在
お
輸
出
の
構
成
を
重
化
学
工
業
化
し
、
綿
製
品
輸
出
が
減

少
し
た
己
と
は
、
綿
花
の
輸
入
減
少
左
ど
を
通
じ
て
輸
入
依
存
度
の
低
下
に
反
映
し
て
い
る
吋
」

経
済
白
書
の
強
調
す
る
と
乙
ろ
は
、
戦
後
日
本
の
貿
易
依
存
度
が
低
下
し
た
心
は
、
輸
入
の
面
に
お
い
て
も
、
輸
出
の
面
に
お
い
て

も
、
日
本
の
産
業
構
造
が
、
重
化
学
工
業
に
円
〈
の
重
点
を
移
行
し
た
と
い
う
己
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
モ
う
い
っ
た
事
突
の
あ
る
こ
と

も
否
定
て
き
た
い
で
あ
ろ
う
。
特
定
日
産
業
が
、
例
え
ば
繊
維
工
業
が
、
特
定
白
原
料
、
例
え
ば
綿
花
に
依
存
す
る
と
と
を
、
永
久
化

し
、
或
い
は
固
定
化
し
て
考
え
る
己
と
は
誤
り
で
あ
る
。
戦
前
の
日
本
の
輸
入
品
中
て
は
原
綿
が
つ
ね
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
が
日
本
の
高
い
輸
入
依
存
度
の
一
つ
の
原
因
と
た
っ
て
い
た
。
モ
し
て
戦
後
合
成
繊
維
の
発
達
に
よ
ヮ
て
原
綿
輸
入
が
減
少
し
た

た
め
、
そ
れ
だ
け
輸
入
比
率
が
下
ヮ
た
こ
と
も
事
実
て
あ
ろ
う
。
ま
た
戦
後
に
沿
己
な
わ
れ
た
技
術
革
新
が
投
資
需
要
を
拡
大
し
、
モ

白
結
果
と
し
て
輸
出
需
要
白
比
重
を
引
下
げ
た
点
も
こ
れ
を
み
と
め
ね
ば
左
る
ま
い
。
け
れ
ど
も
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
に
政
府
発
行
白

経
済
白
書
が
見
落
し
て
い
る
-
つ
の
重
大
た
問
題
点
D
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
治
き
た
い
。
モ
れ
は
、
い
う
と
こ
ろ
の
貿
易
依
存
度
の

低
下
に
ゐ
い
て
、
市
場
問
題
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
己
と
で
あ
る
。
貿
易
依
存
度
が
低
下
し
た
と
と
の
重
大
左
原
因
と
し
て
、
戦
後

一
体
資

外
国
市
場
が
狭
隆
化
し
、
輸
出
し
よ
う
と
し
て
も
輸
出
て
き
た
い
と
い
う
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
吉
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

五
六
五

第
四
A
U

四



戦
後
日
本
貿
易
の
陀
庖
点

第
八
十
巻

五
六
六

第
四
号

四

本
主
義
経
済
白
下
に
お
け
る
貿
易
の
必
要
は
、
一
国
内
に
お
け
る
産
業
の
不
均
等
た
発
展
を
そ
の
重
要
左
原
因
と
し
て
い
る
。
相
互
に

市
場
と
し
て
作
用
し
あ
う
各
産
業
が
、
間
由
競
争
心
下
て
不
均
等
に
発
展
す
る
た
め
、
よ
り
発
展
し
た
産
業
は
、
園
内
に
十
介
在
市
場

*
 

士
見
出
ナ
己
と
が
で
き
ず
、
必
然
的
に
外
国
市
場
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
農
業
に
比
較
し
て
繊
維
工
業
が
い
ち
ぢ
る

L
4
発

展
す
る
場
合
、
繊
維
工
業
は
十
分
な
原
料
を
園
内
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
し
て
輸
入
依
存
度
を
増
し
、
主
た
園
内
に
十
分
な
販
売
市

場
を
見
出
す
己
と
が
で
き
ず
し
て
輸
出
依
存
度
を
増
す
と
と
に
た
る
。
資
源
が
不
足
の
た
め
輸
入
を
必
要
と
す
る
と
い
う
場
合
て
も
、

モ
れ
は
つ
ね
に
モ
の
資
材
を
必
要
と
す
る
工
業
の
規
模
と
の
関
速
に
お
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
白
て
あ
る
。
己
の
土
う
に
し
て
資
本
主

義
下
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
必
然
性
が
凶
て
く
る
が
、
そ
の
場
合
も
し
十
分
在
外
国
市
場
が
見
出
せ
ぬ
と
さ
は
、
園
内
に
お
け
る
失
業
、

生
活
水
準
の
低
下
を
生
み
出
す
己
と
に
な
る
。
戦
後
出
統
計
数
字
を
み
る
と
、
産
業
白
不
均
等
は
戦
前
よ
り
も
む
し
ろ
激
し
く
左

P
、

そ
の
た
め
外
国
貿
易
の
必
要
性
は
益
々
大
き
く
な
ヮ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
貿
易
依
存
度
は
小
さ
く
友
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
海
外
市
揚
が

狭
降
化
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
結
局
雇
傭
問
題
、
生
活
水
準
に
し
わ
ょ
せ
さ
れ
ざ
る
を
え
左
い
。
次
の
数
字
を
み
b

れ
た
い
。

戦
前
に
お
い

τも
ヱ
・
農
の
不
均
等
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
を
各
々
一

O
Oと
沿
い

た
場
合
も
、
工
業
は
一
八
七
、
農
業
は
一
二
七
で
あ
り
、
戦
後
工
・
農
の
発
展
白
不
均

等
は
一
層
激
化
し
て
い
る
。
ま
た
生
産
は
一
八
七
て
あ
る
の
に
消
費
は
一
一
八
て
あ

り
、
そ
の
問
に
も
か
な
り
臼
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
と
う

L
た
数
字
を
み
る
と
、
戦
後
外

国
貿
易
は
益
々
必
要
と
思
わ
れ
る
に
拘
b
ず
、
輸
出
は
七
五
、
輸
入
は
九
四
に
す
ぎ
な

ぃ
。
即
ち
貿
易
依
存
度
は
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ

1955 

く但農業のみ1933-1935)

149 

189 

127 

75 

94 

118 

130 

戦前戦後の経済指標

-
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実質国民
所得I

鉱工業生産

長 業生産

輸出数量

輸入数量

消費水準

人口



う

κ、
外
国
市
場
が
狭
隆
化
し
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
結
果
は
雇
傭
と
生
活
水
準
K
あ
ら
わ
れ
る
に
ち
が
い
左
い
。
ム
布
心

数
字
の
た
か
に
一
犀
傭
陀
関
す
る
数
字
は
た
い
が
、
消
費
水
準
は
戦
前
の
一
一
八
ガ
て
あ
り
、
人
口
が
二
二

O
、
生
産
が
一
八
九
で
あ
る

の
と
比
較
す
れ
ば
、
消
費
の
仲
ぴ
方
は
下
廻
ヮ
て
い
る
と
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
白
よ
う
に
戦
後
十
年
聞
に
お
け
る
日
本
の
貿
易
依
存
度
は
戦
前
を
下
廻
っ
て
い
る
が
、
日
本
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
次
第
に
上

昇
し
て
い
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
経
済
白
発
展
に
伴
ヮ
て
、
各
数
量
聞
の
不
均
等
も
ま
た
激
化
し
て
い
る
か

b
て
あ
る
。
ま
づ
第
一
に

工
業
と
農
業
、
工
業
と
鉱
業
白
問
の
不
均
等
は
、
日
本
の
食
糧
・
原
料
品
の
輸
入
を
増
加
し
て

h
v。

主要商品の輸入比率(%)

1934ー
1936 1953 1954 1955 1956 

米 19 12 1~ 10 7 

，)、 圭 23 56 61 61 62 

大 去 1 26 38 33 45 

砂 精 97 95 日5 96 96 

大 豆 69 50 57 61 61 

石 炭 11 10 7 6 8 

Ci古 結 炭) 32 28 26 27 

j!f 油 94 95 95 96 97 

釦; 鉱 右 93 80 81 78 81 

ポキサイト 100 100 100 100 

指 65 75 80 78 78 

憐 銘 石 100 100 100 100 100 

生 ゴ ム 100 100 100 100 100 

約 平E 100 100 100 100 100 

羊 宅 100 100 10C 1日。 100 

レ ー ヨ ン パ ル プ 81 27 27 22 24 

ア ノ、 ヵ 100 100 10C 100 100 

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

戦
後
の
輸
入
増
加
に
つ
い
て
経
済
白
書
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
説
明
し
て
h
る。

「
原
料
関
係
の
増
大
は
、
金
属
鉱
物
、

ゴ
ム
、
採
油
用
種
子
、
原
皮
、
繊
維
原
料
、
非
金
属
鉱
物

の
順
て
、
工
業
生
産
の
上
昇
に
つ
れ
て
増
加
し
て
き
た
。

綿
糸
、
毛
糸
、
過
燐
酸
石
灰
等
の
生
産
増
大
は
、
綿
花
、

羊
毛
、
燐
鉱
右
等
白
輸
入
を
比
例
的
に
増
大
さ
せ
る
。
ま

た
鉄
鋼
中
食
糧
泊
て
は
、
生
産
が
ふ
え
る
と
だ
ん
だ
ん
原

料
の
輸
入
依
存
度
が
高
く
た
っ
て
い
く
の
で
、
輸
入
原
料

増
加
率
の
方
が
、
製
品
目
生
産
増
加
率
よ
り
も
い
っ
そ
う

大
き
く
左
る
。
燃
料
関
係
て
も
輸
入
原
油
へ
白
依
存
は
急

速
に
高
ま
っ
た
。
」
「
過
去
六
年
聞
に
工
業
生
産
増
加
は
一
一

第
八
十
巻

五
六
七

第
四
号

四



戦
後
日
本
貿
易
自
問
題
点

第
八
十
巻

五
六
八

第
問
問
す

主要商品の輸出比率(%)

193194 36 1953195419651956 

織 持者

締 糸 4 2 3 3 3 

綿織物 76 33 40 38 36 

人組晶 17 10 9 9 8 

人絹織物 70 40 40 44 48 

宅 舟ミ 8 2 7 4 3 

毛純物 13 3 日 9 11 

生 ヲ事 73 24 29 30 24 

絹織物 22 10 14 16 23 

普通銅謹材 5 7 11 14 6 

槽 械

船 百自 30 51 68 72 

普通自動車 4 3 4 5 

綿 紡 機 19 49 37 19 

締繭¥ i闘 23 5C 49 29 

、 シ y 59 85 85 78 

写 真 樹 16 16 22 31 

時 音十 6 5 11 29 

佑学製品

硫 安 7 26 21 19 21 

T在住ソーダ 2 1 4 3 1 

合成染料 13 9 8 11 

その他

セメン干 6 9 9 11 16 

陶磁器 24 34 57 55 

四
回

倍
と
な
っ
た
の
一
に
対
し
、
輸
入
原
料
消
費
増
加
は
、
二
-
三
四
倍
で
あ
っ
て

H
木
工
業
に
は
胆
強
い
輸
入
依
存
度
の
上
尋
傾
由
が
あ

る
こ
と
を
一
不
し

τ
い
る
。
」

第
二
に
輸
出
関
係
て
あ
る
が
、
工
款
に
恥
お
け
る
戦
後
の
発
展
傾
向
は
、
重
工
業
中
心
の
方
向
陀
す
す
み
、
し
た
が
ヮ
て
輸
出
品
中
に

お
け
る
重
化
学
工
業
品
の
比
率
を
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
半
製
品
よ
り
も
完
製
品
の
比
率
を
増
大
し
て
い
る
。

輸
出
の
拡
大
の
た
め
に
は
、
常
に
コ
ス
ト
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
る
。
よ
り
発
展
し
た
産
業
が
外
国
市
場
を
求
め
る
と
い
っ
て
も
、
外

国
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
外
国
よ
り
も
低
い
コ
ス
ト
を
実
現
し
た
け
れ
ば
な
b
た
い
。
い
ま
政
府
発
行
の
経
済
白
書
一
九
五
三
年
版

げれよ

H
、
わ
が
国
の
代
表
的
産
業
て
あ
る
鉄
鋼
業
と
綿
糸
紡
績
設
に
お
け
る
労
働
生
産
性
、
賃
金
、
賃
金
コ
兄
ト
に
つ
い
て
み
よ
う
。
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ポシ山賃金{:::

鉄
鋼
は
鋼
塊
の
労
働
生
産
性
と
賃
金

に
つ
い
て
み
る
と
、
労
働
生
産
性
は
、

ア
メ

F
カ
の
二
七
形
、
イ
ギ
リ
ス
の
五

六
が
で
あ
る
が
、
賃
金
は
こ
れ
主
り
も

低
い
の
で
、
屯
当
り
賃
金
は
ア
メ
リ
カ

工
、
担
、
も
か
た
わ

J

低
く
、
イ
ギ
日
ス
よ
り

も
若
干
低
い
。

綿
紡
績
の
労
働
生
産
性
は
、
戦
前
ア

メ
U
J
カ
の
約
五
割
、
イ
ギ
リ
ス
の
約
七

割
で
あ
っ
た
が
、
賃
金
は
こ
れ
よ
り
透

か
に
低
か
っ
た
の
で
、
単
位
当
り
賃
金

は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
五
形
、
イ
ギ
リ
ス

の
二
四
d
p
と
い
う
低
さ
で
あ
っ
た
。
戦

後
は
ア
メ
リ
カ
I
t
D
労
働
生
産
性
の
開
き
は
拡
大
し
た
が
、
イ
ギ
リ
九
に
対
し
て
は
、
逆
に
こ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
。
賃
A
V

は
上
昇
し
、

モ
の
較
差
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
単
位
当
り
賃
金
の
芸
は
ま
だ
か
な
り
大
金
円
。

戦
前
か

b
日
本
産
業
の
低
賃
金
に
上
る
低
コ
マ
〈
ト
は
、
し
ば
し
ば
外
国
か

b
非
難
き
れ
て
い
た
。
戦
後
貸
幣
賃
金
ぞ
の
も
白
は
上
昇

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

し
て
い
る
の
て
あ
る
が
、
そ
れ
が
労
働
生
産
性
の
上
昇
以
下
に
あ
る
た
め
、
日
本
輸
出
品
の
競
争
力
は
依
然
と
し
て
噴
い
と
い
う
こ
と

Qg 
Z王

第
八
十
巻

五
六
九

第
四
号



戦
後
日
木
貿
易
の
問
題
点

第

八

巻

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
七
年
心
経
済
白
書
も
同
様
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

産
性
白
土
昇
が
早
く
価
格
競
争
力
が
強
化
さ
れ
た
己
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
貸
幣
賃
金
の

上
回
骨
、
も
大
き
か
っ
た
が
、
生
産
上
昇
は
さ
ら
に
こ
れ
を
上
廻
っ
た
。

:EE--
一
九
五
一
年
か

ら
五
六
年
へ
か
け
て
イ
ギ

p
ス
、
ア
メ
り
声
、
ド
イ
ツ
、
フ
一
フ
Y

ス
て
は
貨
幣
賃
金
の
上

昇
が
生
産
性
の
上
昇
を
上
姐
っ
た
の
に
日
本
と
イ
タ
リ
ア
て
は
逆
に
去
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
輸
出
競
争
力
の
強
化
は
技
術
白
進
歩
に
よ
る
原
単
位
。
切
下
げ
中
、
品
質
の
向
上
に

よ
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
労
働
生
産
性
の
著
し
い
上
昇
は
単
位
生
産
物
あ
た
り
白
賃
金
費

と
う
の
ベ
て
白
書
は
左
の
よ

用
主
安
く
し
、
輸
出
競
争
力
を
高
め
る
己
と
と
た
っ
た
。
」

う
な
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
D
よ
う
に
日
本
の
貿
易
は
、
輸
入
の
面
に
お
い
て
も
、
輸
出
の
面
に
ゐ
い
て
も
、
決

第
に
貿
易
依
存
度
を
高
め

τゆ
吉
ワ
つ
あ
る
。
そ
れ
だ
け
日
本
の
市
場
問
題
は
激
化
し
て

ゆ
き
つ
つ
あ
る
わ
け
ぜ
あ
る
。
ぞ
れ
に
も
拘

b
ず
数
字
の
上
て
あ

b
わ
れ
た
貿
易
依
存
度

五
七
O

生

第
四
号

主君働申産性と賃令官払額の推移(1956年〕

(195笠三旦0)

E 

A 

四
六

99 

111 

127 

108 

138 

136 

100 

126 
fギリス

107 

経済白書1957年より

[型雇傭 (A)

165 

124 

92 

145 

123 

167 

112 

136 

131 

本

アメ M カ

西ドイツ

フランス

イタリア

日

が
、
戦
後
は
戦
前
に
比
し
て
低
下
し
て

H
る
の
は
、
戦
後
の
世
界
の
政
治
経
済
状
勢
に
よ
っ
て
、
日
木
に
と
っ
て
の
外
国
市
場
が
狭
隆

と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

川
川
経
辞
自
害
一
九
主
六
年
七
七
頁

ω
同
右
一
宍
U

一
一
一
頁

ω
同
右
一
ニ
一
一
且

ネ

レ

l
一
一
ン
は
そ
の
若
『
P

シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
玲
展
』
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
(
岩
波
肱
上
巻
六
九
頁
)
「
社
会
資
本

の
再
生
産
の
埋
論
に
よ
っ
て
必
斡
的
に
前
提
さ
れ
、
而
L
て
実
際
た
だ
幾
多
の
絶
え
問
な
き
動
揺
の
平
均
的
大
き
と
し
て
の
み
設
定
さ
れ
る
に
す
ぎ

な
い
と
こ
ろ
り
、
社
会
的
生
産
の
何
々
の
部
分
の
聞
の
適
合
(
何
伍
並
び
に
自
然
的
形
態
上
り
見
て
の
)
、
こ
の
適
合
は
、
資
本
家
社
会
に
お
い
て



は
、
未
知
の
市
場
に
向
っ
て
帥
き
つ
つ
あ
る
個
々
の
生
産
者
の
孤
立
怯
の
た
め
、
絶
え
ず
破
域
さ
れ
る
@
相
互
に
『
市
場
、
と
し
て
』
根
立
っ
と
こ
ろ

の
種
々
の
産
業
部
門
は
、
均
隼
に
溌
回
出
す
る
・
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
迫
越
し
合
ふ
、
而
し
て
一
層
発
展
し
た
院
議
は
国
外
市
場
を
も
と
め
る
。
」

ω
経

済

問

書

一

九

五

六

年

二

三

頁

朗

経

済

白

書

一

九

五

b
年
七

O
頁

凶

仰

同

古

{

ハ

升

頁

川

間

同

右

七

五

瓦

川

閉

経

済

白

書

一

九

五

三

年

二

一

二

頁

例

経

済

白

書

一

九

五

七

年

七

回

頁

(7) 

同
右
七
一
一
且

一
二
、
貿
易
と
世
界
経
済

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
顕
著
な
事
実
は
、
第
一
に
社
会
主
義
此
界
市
場
D
成
立
と
モ
の
拡
大
で
あ
る
。
も
っ
と

も
社
会
主
義
世
界
市
場
の
成
立
そ
の
も
の
が
、
た
だ
ち
に
資
本
主
義
に
と
づ
て
白
外
国
市
場
の
狭
隆
化
主
意
味

F
る
も
の
で
は
な
い
。

資
本
主
義
の
世
界
市
場
が
、
地
理
的
な
志
味
に
お
hu

て
狭
隆
化
し
た
こ
と
は
、
経
済
的
な
意
味
に
b
い
と
拡
大
化
F
る
己
と
と
両
立

し
ろ
る
。
事
実
第
二
次
仕
界
大
戦
後
に
お
け
る
十
年
間
の
世
界
貿
易
の
発
展
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
十
年
間

Z
Pも
大
で
あ
り
、
地
理

的
た
狭
限
化
を
も
っ
一
工
直
ら
に
経
済
的
な
狭
隆
化
て
あ
る
と
す
る
見
解
の
誤
担
で
あ
る
こ
と
を
示
し
℃
い
る
。
ま
た
社
会
主
義
世
界
市

場
の
成
立
も
必
b
ず
し
も
資
本
主
義
白
た
め
の
市
場
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
白
で
は
な
い
。
革
命
直
後
日
経
済
的
混

乱
の
一
時
期
は
別
と
し
て
、
社
会
主
義
経
済
建
設
が
行
わ
れ
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
社
会
主
義
経
済
も
ま
た
資
本
主
義
経
済
に
対
す
る

市
場
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
乙
数
年
の
聞
社
会
主
義
諸
国
が
引
続
き
資
本
主
義
諸
国
に
対
し
、
平
和
的
共
存
と
貿
易
の
拡
大
を

呼
び
か
け

τ
H
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

社
会
主
義
国
と
資
本
主
義
国
と
の
聞
の
貿
易
、
い
わ
ゆ
る
東
西
貿
易
を
阻
害
し
、
資
本
主
義
固
に
と
っ

τ
の
外
国
市
場
の
拡
十
八
を
妨

げ
て
い
る
山
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
主
主
導
と
す
る
若
干
の
国
々
の
対
社
会
主
義
国
貿
易
制
限
政
策
て
あ
る
。
日
本
経
済
の
場
合
に
お

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

第
八
十
巻

主

t三

第
四
号

四
七



戦
後
日
本
貿
易
D
問
題
点

第
八
回
巻

五
七

第
四
号

pq 
ノ1

由
対
色
ち
一
二
百
欝
E

U

F

論
再
(
芯
)

書官

正

吉宮

〉対

~ I :-I I r 蒋
ヰ再 凹 百寸 Z臨も

Yユ 1~ も

=言法持と持う刈雪国吋

和 寸 ω()H  白 N ド H品 臼目 ()1T 】ω 町戸 H 田間同

hコ トC4コι河戸Lト口「4Jo tb、~ む~コ ¥司ムjノ、トh-44 Eド~ H 甲町ω 

ω ∞ oH )(寸H MH 由 ω凶ご口っHN 品@ 由巳

仏 CH 寸 ()MM M-qHDM∞ H円)ム 恒 仏N :;;日日o 

∞臼 N gQ 日D 寸凶~0作印山同 戸田町~ 

∞旧日きお∞お 3町民
同由印臼

c、~ -斗 f、日E'J「dVJ 品rn ，泊 tHD;、唱，唱d、~ ul ~・4 E品R 

U ω 仏と(ωラ 仏品" ""同日と一古品 U回

Z
H
Z
M宵
訴

関
市
田
榊
H
由

日

叶

骨

ω
m
m
刷

一
九
五

O
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
以
来
、
中
華
人
民
共
和
国
を
は
じ
め
、
社
会
主
義
諸
国
と
の
聞
の
貿
易
は
厳
重
な
制
限
の
下

に
お
か
れ
て
い
る
。
戦
前
日
本
白
対
中
国
貿
易
白
血
豆
が
高
か
フ
た
に
と
を
考
え
る
と
、
戦
後
日
本
経
済
白
貿
易
依
存
度
の
低
下
に
と

い
て
も
、

っ
て
、
中
国
市
場
の
閉
鎖
が
か
な
り
重
要
な
要
素
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

右
目
数
字
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
前
(
一
九
三
四
1
三
六
年
)
総
輸
出
の
一
八
泌
を
占
め
℃

H
た
対
中
国
輸
出
が
、

六
年
に
は
、
わ
ず
か
に
三
労
に
す
ぎ
友
い
。
こ
う
し
た
大
き
な
変
化
白
原
因
に
ワ
い

τは
、
い
ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
就
中
も
コ

九
五



と
も
豆
要
な
も
り
と
し
て
、
日
本
政
府
が
ア
メ
日
カ
に
追
随
し
て
と
り
つ
つ
あ
る
制
限
政
策
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の

輸
出
入
を
み
る
と
総
額
輸
出
六
七
、
三
三
九
千
ド
ル
輸
入
八
二
一
、
六
四
七
千
ド
ル
て
、
輸
出
品
中
主
な
も
白
は
、
化
学
薬
品
類
、
糸
類
、

織
物
類
な
ど
て
、
中
国
経
済
が
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
建
設
資
材
、
す
な
わ
ち
金
属
製
品
、
諸
機
械
な
ど
は
微
々
た
る
も
白
て
あ
る
。

己
れ
は
こ
れ
ら
臼
商
品
類
が
制
限
品
耳
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
H
る
た
め
申
て
あ
る
。
モ
む
た
め
輸
入
品
も
食
糧
や
軽
工
業
白
原
料
品
が
主

で
あ
コ
て
、
日
本
経
済
の
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
鉄
鉱
石
、
強
粕
結
炭
、
食
塩
な
ど
は
わ
ず
か
な
比
重
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
の

第
二
次
世
界
大
戦
後
白
世
界
経
済
の
第
二
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
は
、
資
本
主
義
諸
国
の
聞
の
発
展
の
い
ち
日
り
る
し
い
不
均
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。
と
く
に
ア
メ
り
カ
合
衆
国
と
他
の
資
本
主
義
国
と
の
問
の
不
均
等
は
い
ら
ぢ
る
し
く
、

ζ

れ
が
い
わ
ゆ
る
ド
ル
不
足
と
な

っ
て
あ

b
わ
れ
、
世
界
貿
易
白
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
。
川
口
本
経
済
の
場
合
も
例
外
て
は

た
く
、
保
守
政
権
が
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
旧
政
を
と
り
つ
つ
あ
る
に
拘
ら
ず
、
両
国
聞
に
治

け
る
輸
出
入
の
不
均
衡
は
、
貿
易
の
そ
れ
以
上
白
発
展
に
た
い
す
る
妨
害
と
友
っ
て
い

る
。
例
え
ば
一
九
五
六
年
に
治
け
る
日
本
の
対
米
輸
出
入
主
み
る
と
、
輸
出
五
凶
三
、
三

。
六
千
下
ル
、
輸
入
一
、

O
六
四
、
五
四

O
千
ド
ル
て
、
丘
億
ド
ル
に
近
い
輸
入
超
過
て

あ
る
。
し
か
も
ア
メ

p
カ
は
、
日
木

ω
輸
出
品
に
対
す
る
輸
入
制
限
を
益
々
強
化
し
よ
う

と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
対
中
国
貿
易
が
縮
小
し
、
対
7
メ
ロ
カ
貿
易
の
比
亘
が
増
し

た
こ
と
は
、
世
界
経
済
の
状
勢
を
反
映
す
る
も
白
ゼ
あ
る
が
、
モ
白
な
か
か

b
わ
れ
わ
れ

は
日
本
貿
易
の
将
来
に
と
り
て
重
大
友
問
題
点
主
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
研
究

戦
後
日
本
貿
易
の
問
題
点

弗
入
十
巻

鉄鉱石，右炭，塩，大豆の中国及び
アメリカ依存率

〈各品目の輸入総額にたいする%)

主
じ

一
九
五
六
年
の

1952 

0.8 

36.9 

0.8 

79.3 
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所
の
米
沢
秀
夫
氏
が
作
ら
れ
た
左
の
数
字
を
み
よ
う
。
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ま
い
。
第
一
に
対
ア
メ
リ
カ
貿
易
に
お
け
る
不
均
衡
が
、

日
本
む
国
際
収
支
白
不
均
衡
の
重
大
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
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20目50

も
貿
易
の
商
品
構
成
キ
コ
子
卜
ι

の
点
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
か

L
の
輸
入
は
、
中
国
か
ら
の
輸
入
に
き
り
換
え
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と

を
示
し
て
h
る
。
そ
し
て
中
固
に
輸
入
を
き
り
換
え
る
な
ら
ば
、
今
日
の
中
国
の
貿
易
は
、
パ

1
グ
を
原
則
と
す
る
か

b
、
輸
入
は

モ
れ
だ
け
の
輸
出
を
実
現
す
る
己
と
に
な
り
、
国
際
収
支
の
均
衡
と
h
う
目
的
に
か
左
う
己
と
に
な
る
。
第
二
は
日
本
商
品
の
コ
ス
ト

白
問
題
て
あ
る
。
戦
前
か

b
日
本
の
貿
易
拡
大
は
低
賃
金
低
コ
ス
ト
を
武
器
と
し
て
治
り
、
戦
後
も
引
続
き
こ
の
問
題
は
残
り
て
い

る
。
こ
り
問
題
は
日
本
資
本
主
義
の
構
造
と
い
う
根
本
的
た
問
題
に
連
ら
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
面
安
価
な
原
料
の
輸
入
に
よ
ワ



て
一
応
の
解
決
の
途
を
見
出
す
己
と
が
で
き
、
安
価
た
原
料
の
輸
入
と
い
う
場
合
、
ま
九
中
国
貿
易
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
貿
易
の
問
題
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
一
豆
大
て
あ
る
。
し
か
じ
中
園
貿
易
問
題
の
解
決
に
よ
っ
て
す
べ
て

が
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
主
張
す
る
一
部
の
考
え
方
は
誤
り
て
あ
る
。
日
本
貿
易
白
根
本
的
た
問
題
点
は
、
圏
内
的
に
は
産
業
構
造
の
問

題
、
コ
月
ト
の
問
題
て
あ
り
、
対
外
的
に
は
、
中
国
貿
易
世
も
含
ん
だ
世
界
市
場
の
問
題
て
あ
る
。

(且)(1) 

米
沢
秀
夫
編
『
中
国
貿
易
白
書
』
一
九
五
五
年
一
五
頁

同
書
一
六
頁

戦
後
日
本
貿
易
D
問
題
点

第
八
十
巻

五
七
五

第
四
号

'Ii -




